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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 
保護者の皆様におかれましても、気を使うことの多かったコロナ禍での受験サポ

ートを乗り越え、この日を心待ちしていたことと思います。私も今年、高校に入学

する娘がおりますので、共に喜びを分かち合いたいと思います。 
お子様のご入学、本当におめでとうございます。 
さて、新入生の皆さん、皆さんは、これから始まる高校生活、今日一緒に入学し

た百七〇名と共に高校生活を送ることになりました。たまたま同じクラスになった、

たまたま隣の席に座ったという友人と一生の付き合いが始まるかもしれません。何

十年たった時に助けてくれるかもしれません。今日は、そんな出会いの場です。 
また、担任の先生との出会いも同じです。初めての呼名どうでしたか？ 

先生方も前日、夜遅くまで間違えないように練習していました。これから毎日、毎

授業で呼名されます。お父さん、お母さんが付けてくれた大切な名前です。自信を

持って、大きな返事が出来るようになってください。 
ここで簡単に本校の歴史、校名の由来をお話しします。 
本校は１８９９年、明治三十二年、長南町で産声を上げました。この茂原本納の

地に学校を構えたのは１９８７年、昭和六十二年になります。家政科を含め全生徒

の移動完了が、１９９４年、平成六年のことです。その時、校名を現在の茂原北陵

高等学校と命名しました。北は茂原市の「北」を意味し、「陵」は大きな丘、よじ

のぼる、越えるなどの意味があり、陵に雲をつけた「陵雲」は雲をしのぐ、勇気盛

んなことを言います。よく知られる「青雲の志」とほぼ同じで、若い時代に大きな

志をもって互いに切磋琢磨する、という意味に使われます。これからの時代を、た

くましく生き抜いていく人生の基礎作りをするという願いが込められています。 
皆さんの名前と同じように学校の名前にも命名した当時の人たちの思いがあり

ます。良く覚えておいて下さい。 
それでは、入学に際して、たくさん伝えたいことがありますが、時間の関係上、

1 つだけお話させていただきます。 
私たち教職員一同、皆さんに、これからの三年間でかけがえのない経験をして欲

しい。そんな思いでいますが、特に今年はオリンピックが開催される予定になって

いますし、この長生郡市も一宮町がサーフィン会場に指定されています。 
また、昨日水泳の池江璃花子選手が白血病からの感動のカムバックを果たしまし

た。様々な場面でスポーツの与える影響は計り知れないものと実感しておりますが、

今から三〇年前の一九九二年、バルセロナオリンピックで銀メダルを獲得した女子

マラソン有森裕子選手の話をしたいと思います。ちょっと皆さんには、古い話かも

しれませんが、想像力を働かせて聞いてください。 
有森選手は、メダル獲得後たくさんの注目を浴びた分、深い孤独や苦しみを感じ

るようになっていました。そんな時、足を故障し、走れなくなってしまいます。手

術をし、無事成功。痛みが和らぐと、リハビリを開始し、1 ヶ月後にはジョギンン

グが出来るようになりました。 
ランニングシューズを手にすると、胸が震えます。本格的な練習開始に当たり、

「足は痛まないだろうか」と不安を抱え、眠れない日々が続きました。勇気を出し



て、一歩踏み出すと…走れました。少しずつ自信を取り戻し、以前のように走る嬉

しさがこみ上げてきました。調子を取り戻した有森さんは次のアトランタオリンピ

ックに出場し、レース途中で脱水症状になり、足がしびれてほとんど上がらなくな

ります。それでもあきらめずに走り切り、見事銅メダルを獲得。直後のインタビュ

ーで次のように言いました。 
「初めて自分で自分をほめたいと思います」 
皆さんもオリンピックの名場面で何度か耳にしたことがあると思います。悩みや

苦しみがあっても、あきらめずにリハビリや練習に取り組み続けた自分をほめてや

りたい。そう言い切れるくらい真剣な努力を重ねたからこそ、有森さんは銅メダル

を獲得できたのでしょう。もしくは、銅メダルを獲得していなくてもそう言ったか

もしれません。 
また、池江選手も「五年前のオリンピック選考会よりも、ずっと自信もなかった

し、自分が勝てるのはずっと先のことだと思っていたけど、自分がすごくつらくて

しんどくても、努力は必ず報われるんだなというふうに思いました」と涙ながらに

伝えていました。 
両者から自分の可能性を信じて勇気を持って挑戦することが大切だということ

を教わりました。 
私自身はすぐに自分を褒めてしまいますし、諦めることも多いので、あまり人の

ことは言えませんが、皆さんは、これからの三年間で、様々なことにつまずいたり、

不安になることもあることでしょう。しかし、立ち止まったとしてもあきらめるこ

となく、自分で「やり切った」と思えるくらい努力を続けて下さい。結果がでなく

ても、くじけることなく三年後の自分を褒めてあげられるほど、努力してみて下さ

い。自分の成長を思い浮かべながら頑張ってください。小さな積み重ねが大きな成

長へとつながります。そして、三年後の卒業式には、大きな声で自信を持って返事

が出来るように、悔いのない高校生活を過ごしてください。期待しています。応援

しています。 
保護者の皆さまにもお願いがあります。 
お子様の成長には、生徒・教師・保護者が三身一体となることが欠かせません。

学校で出来る事、ご家庭で出来る事、はっきりとした区別はありませんが、何かご

不満な点やお聞きしたい点がありましたら、どうぞご遠慮なくご相談ください。子

どもの成長を願う気持ちは、どの学校にも負けないものだと自負しております。 
さあ、高校生活のスタートです。皆さんの今現在の初心を忘れることなく、良い

意味での高校デビューを期待し、これまでご苦労なさった保護者の皆様のご健康を

祈念して、入学に際しての激励の言葉とします。 
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